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5月 ＆
6月号

1

３
月
11
日
、
東
日
本
大
震
災

追
悼
式
・
黙
祷
の
会
が
上
尾
市

龍
山
院
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
主

催
は
、
東
日
本
大
震
災
に
咲
く

会
ひ
ま
わ
り
、
協
力
は
絵
手
紙

ふ
さ
の
会
、
つ
な
げ
よ
う
花
の

心
実
行
委
員
会
、さ
い
た
ま
共
に

あ
ゆ
む
会
、
福
玉
便
り
編
集
部
。

東
日
本
大
震
災
に
咲
く
会
ひ

ま
わ
り
の
橘
光
顕
さ
ん
か
ら
依

頼
を
い
た
だ
き
、
編
集
部
か
ら

編
集
長
・
原
田
と
吉
田
が
式
辞

を
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
そ
の
時
に
、
橘
さ
ん
は
「
こ

れ
ま
で
の
追
悼
式
で
は
、
地
震
、

津
波
な
ど
、あ
の
時
に
お
亡
く
な

り
に
な
っ
た
方
々
へ
の
追
悼
の

気
持
ち
を
込
め
て
い
ま
し
た
が
、

13
年
も
経
つ
と
、避
難
し
た
土
地

で
お
亡
く
な
り
に
な
る
方
も
増

え
て
き
て
い
ま
す
。そ
う
い
っ
た

方
へ
の
思
い
も
込
め
た
い
」と
語

っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。ま
た
、「
あ

の
時
の
選
択
を
、何
年
も
経
っ
て

か
ら
や
っ
と
言
え
た
、と
い
う
方

も
い
ま
す
」と
い
う
お
話
も
し
て

く
だ
さ
い
ま
し
た
。
き
っ
と
、
同

じ
思
い
を
抱
え
る
方
も
お
ら
れ

る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

当
日
は
、
お
よ
そ
40
人
の
参

列
者
が
集
ま
り
ま
し
た
。
心
の

こ
も
っ
た
追
悼
の
詩
の
朗
読

と
、
追
悼
の
ピ
ア
ノ
演
奏
の
あ

と
、式
辞
で
は
、「
福
玉
便
り
」編

集
長
・
原
田
が
、
哀
悼
の
意
を

述
べ
ま
し
た
。
編
集
長
と
し
て

「
葛
藤
の
連
続
」
で
あ
る
こ
と
、

多
様
な
避
難
者
の
方
々
に
む
け

て
ど
の
よ
う
な
誌
面
を
作
る
べ

き
か
、
役
目
を
終
え
た
の
で
は

な
い
か
…
…
と
思
い
悩
み
つ
つ

も
、「
毎
号
元
気
を
も
ら
っ
て
い

ま
す
」
と
い
う
声
、「
福
玉
便
り

を
み
て
、相
談
会
に
参
加
し
た
」

と
い
う
方
に
お

会
い
す
る
こ
と

が
今
も
あ
る
、
と

い
う
こ
と
か
ら
、「
福
玉
便
り
を

送
り
続
け
る
こ
と
が
、
微
力
な

が
ら
今
の
自
分
に
で
き
る
こ

と
」「
福
玉
便
り
を
通
し
て
岩

手
・
宮
城
・
福
島
の
多
く
の

方
々
と
繋
が
る
こ
と
が
で
き
た

こ
と
が
、
迷
い
の
多
い
支
援
活

動
の
中
で
の
救
い
」
と
13
年
間

で
繋
が
っ
た
人
た
ち
へ
の
感
謝

と
と
も
に
述
べ
ま
し
た
。
式
辞

の
後
に
､龍
山
院
住
職
に
よ
る

撞
鐘
と
同
時
に
黙
祷
。そ
の
後
、

即
興
詩
が
披
露
さ
れ
､ひ
ま
わ

り
副
会
長
の
小
島
絹
代
さ
ん
の

主
催
者
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

元
旦
の
能
登
半
島
地
震
の
被

災
に
つ
い
て
も
、
橘
さ
ん
は
心

を
痛
め
、「
ま
だ
映
像
は
観
ら
れ

な
い
で
す
」
と
お
っ
し
ゃ
っ
て

い
ま
し
た
。そ
れ
で
も
、被
災
地

に
思
い
を
馳
せ
て
お
ら
れ
た
こ

と
が
心
に
残
り
ま
す
。

13
年
が
経
ち
、
い
ろ
い
ろ
な

思
い
を
抱
え
て
お
ら
れ
る
と
思

い
ま
す
。
必
死
に
生
き
て
こ
ら

れ
た
13
年
だ
と
思
い
ま
す
。
被

災
・
原
発
事
故
後
の
人
生
が
現

在
も
続
く
中
で
、
さ
ま
ざ
ま
な

選
択
を
繰
り
返
し
さ
せ
ら
れ
て

い
る
と
い
う
こ
と
を
、
鐘
の
鳴

る
龍
山
院
で
考
え
て
い
ま
し

た
。

（
編
集
部
・
吉
田
）

上
尾
シ
ラ
コ
バ
ト
団
地
  「黙
祷
の
会
」

福玉相談センター：電話0120-60-7722（フリーダイヤル）
メール：fukushima_soudan@yahoo.co.jp

相談日：火曜日（17:00-21:00）、水曜日・木曜日（9:30～16:30）

福玉相談センターの相談日が変更となりました　

福玉相談センターの開所日は、2024年4月から当面の間、火曜日（17:00-21:00）、水曜日・木曜
日（9:30～16:30）となりました。なお、メールでの相談は随時行っております。こちらから折
り返しご連絡しますので、差し支えなければ、連絡先をメールの文面に記入していただくよう
お願いいたします。ご迷惑をおかけしますが、ご理解のほど、よろしくお願いいたします。
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■
埼
玉
県
に
お
け
る
避
難
者
数
の
推

移『
福
玉
便
り
』
編
集
部
／
福
玉
支
援
セ

ン
タ
ー
で
は
、
今
年
も
２
０
２
４
年
２
～

３
月
埼
玉
県
内
の
全
６
３
市
町
村
を
対

象
と
し
た
避
難
者
数
調
査
を
実
施
し
、
す

べ
て
の
自
治
体
か
ら
ご
回
答
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
お
忙
し
い
中
ご
協
力
い
た
だ

い
た
担
当
課
の
皆
様
に
、
御
礼
を
申
し
上

げ
ま
す
。

そ
の
結
果
を
合
算
す
る
と
、
２
、
３
２

０
人（
９
９
２
世
帯
）と
な
り
ま
し
た
。こ

れ
に
対
し
て
、
埼
玉
県
庁
の
発
表
数
は
２

０
２
４
年
２
月
時
点
で
２
、
３
３
４
人
と

な
っ
て
い
ま
す
。

過
去
１
１
回
の
結
果
と
比
較
す
る
と
、

２
０
１
３
年
か
ら
避
難
者
数
が
微
減
を

続
け
て
い
ま
す
が
、
急
激
な
減
少
も
見
ら

れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
避
難
者
数
が
増
加

し
て
い
る
自
治
体
も
４
つ
あ
り
ま
し
た
。

避
難
者
の
方
が
埼
玉
県
に
移
動
さ
れ
た

場
合
や
、
避
難
元
か
ら
家
族
を
呼
び
寄
せ

た
場
合
、
あ
る
い
は
自
治
体
が
集
計
方
法

を
変
更
し
た
場
合
な
ど
が
想
定
さ
れ
ま

す
。今

回
の
避
難
者
数
調
査
は
各
自
治
体

に
よ
っ
て
集
計
時
期
が
微
妙
に
異
な
り

ま
す
が
*
、
埼
玉
県
の
調
査
結
果
と
ほ
ぼ

同
じ
数
字
と
な
り
ま
し
た
。

*
各
自
治
体
の
計
数
時
期
は
異
な
っ
て
お
り
、

２
０
２
４
年
１
月
（
４
件
）、
２
月
（
４
２

件
）、
３
月
（
１
３
件
）、
２
０
２
３
年
１
２

月
以
前
（
４
件
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

■
埼
玉
県
へ
の
避
難
者
の
数
と
経
緯

次
に
避
難
元
に
着
目
す
る
と
、
大
ま
か

に
３
つ
の
地
域
に
分
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

南相馬市 
213人

相馬市17人

新地町0人

伊達市
6人

桑折町
3人

田村市
9人三春町

-人
郡山市
123人

須賀川市 2人

白河市
12人

二本松市
5人

川俣町
1人

福島市
49人

本宮市-人

川内村
16人

大熊町255人
富岡町
224人

楢葉町 54人
広野町28人

いわき市
112人

泉崎村　5人
喜多方市　2人
西郷村　2人
石川町　3人
鏡石町　6人
矢吹町　1人
不明　172人

飯舘村
26人

葛尾村
3人

浪江町
305人 双葉町

556人

大玉村

　-人

岩手県49人

茨城 16人　栃木 8人
千葉 3人　不明 1人

宮城県33人

福島県2,210人

『
福
玉
便
り
』編
集

部
で
は
２
０
１
３
年
以

来
、毎
年
１
月
に
埼
玉
県
内
の
市
町
村

を
対
象
と
し
た
避
難
者
数
調
査
を
実
施

し
、２
０
２
３
年
は
２
，４
６
７
人
と
い

う
結
果
が
出
ま
し
た（『
福
玉
便
り
２
０

２
３
年
５
＆
６
月
号（
通
算
１
０
２

号
）』）。東
日
本
大
震
災
と
福
島
第
一
原

発
事
故
か
ら
１
３
年
を
迎
え
た
現
在
、

埼
玉
県
内
に
何
人
の
方
が
避
難
さ
れ
て

い
る
の
で
し
ょ
う
か
。（
編
集
部
／
福
玉

支
援
セ
ン
タ
ー
・
原
田
）

帰還困難区域：放射線量が非常
に高いレベルにあることから、バリ
ケードなど物理的な防護措置を実施
し、避難を求めている区域。

居住制限区域：将来的に住民の
方が帰還し、コミュニティを再建す
ることを目指して、除染を計画的に実
施するとともに、早期の復旧が不可欠
な基盤施設の復旧を目指す区域。

避難指示解除準備区域：復旧・
復興のための支援策を迅速に実施
し、住民の方が帰還できるための環
境整備を目指す区域。
↑区域の説明：ふくしま復興ステーショ
ンのWEBより。

「避難」
の

現在。
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・
福
島
県
内
か
ら
国
や
自
治
体
の
指
示
に

よ
っ
て
避
難
し
た
、「
強
制
避
難
」
の

方
々
。
２
０
１
１
年
４
月
に
全
域
も
し
く

は
一
部
が
「
警
戒
区
域
」「
計
画
的
避
難
区

域
」「
緊
急
時
避
難
準
備
区
域
」
に
指
定
さ

れ
た
、
浪
江
町
・
双
葉
町
・
大
熊
町
・
富

岡
町
・
楢
葉
町
・
葛
尾
村
・
南
相
馬

市
・
川
内
村
・
飯
舘
村
・
川
俣
町
・
田

村
市
・
広
野
町
の
１
２
市
町
村
か
ら
の

避
難
者
数
を
合
計
す
る
と
、
今
回
の
調
査

の
判
明
分
で
１
、
６
９
０
人
に
な
り
ま

す
。

・
国
や
自
治
体
の
指
示
と
は
別
に
、
原
発
事

故
の
影
響
で
福
島
県
内
か
ら
「
自
主
避

難
」
し
た
方
々
。
郡
山
市
・
福
島
市
・
い

わ
き
市
な
ど
、
右
の
１
２
市
町
村
を
除
く

福
島
県
か
ら
の
避
難
者
数
を
合
計
す
る

と
、
今
回
の
調
査
の
判
明
分
で
３
４
８
人

に
な
り
ま
す
。

・
地
震
・
津
波
・
放
射
能
被
害
に
よ
っ
て
、

宮
城
県
・
岩
手
県
・
茨
城
県
・
栃
木

県
・
千
葉
県
か
ら
避
難
し
た
方
々
。
こ
れ

ら
の
県
か
ら
の
避
難
者
数
は
、
今
回
の
調

査
の
判
明
分
で
１
０
９
人
に
な
り
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
こ
れ
ら
の
区
分
け
は
便
宜
的

な
も
の
で
あ
り
、
避
難
指
示
区
域
の
再
編
に

よ
っ
て
「
強
制
避
難
」
と
「
自
主
避
難
」
の

境
目
も
曖
昧
に
な
り
ま
し
た
。
あ
く
ま
で
大

ま
か
な
傾
向
と
し
て
、
埼
玉
県
内
に
は
３
つ

の
異
な
る
地
域
事
情
を
背
負
っ
て
避
難
し

て
い
る
方
々
が
い
る
こ
と
、
そ
の
上
で
個
々

の
生
活
事
情
に
応
じ
た
避
難
生
活
が
あ
る

こ
と
を
、
再
度
確
認
し
て
お
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

■
避
難
者
数
の
実
態
把
握
へ
向
け
て

今
回
の
避
難
者
数
も
、

受
入
自
治
体
が
把
握
し
て

い
る
デ
ー
タ
を
合
算
し
た

も
の
で
す
。
他
方
で
表
は
、

避
難
者
が
多
い
浪
江
町
、

双
葉
町
、
大
熊
町
、
富
岡
町

の
各
自
治
体
が
公
表
し
て

い
る
埼
玉
県
へ
の
避
難
者

数
と
、
今
回
の
調
査
結
果

を
示
し
た
も
の
で
す
。
こ

れ
ま
で
同
様
に
、
富
岡
町

以
外
で
は
避
難
元
自
治
体

が
把
握
し
て
い
る
避
難
者

数
が
大
幅
に
多
い
こ
と
が

分
か
り
ま
す
。
避
難
者
の

定
義
や
集
計
方
法
が
、
国
（
復
興
庁
）、
福
島

県
、
福
島
県
各
自
治
体
、
避
難
先
自
治
体
に

よ
っ
て
バ
ラ
バ
ラ
で
あ
る
た
め
、
避
難
者
の

状
況
が
統
一
的
に
把
握
で
き
て
い
な
い
状

態
が
続
い
て
い
ま
す
。

福
玉
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
避
難
者
数
の

実
態
把
握
に
つ
い
て
問
題
提
起
し
て
お
り
、

今
回
の
調
査
で
も
、
各
自
治
体
の
集
計
方
法

に
つ
い
て
詳
し
く
尋
ね
ま
し
た
。
そ
の
結
果

は
、
次
号
に
て
改
め
て
ご
報
告
す
る
予
定
で

す
。

さいたま市
225人

上尾市
80人

川島町
3人

桶川市
23人

北本市14人
伊奈町
3人 春日部市

102人

杉戸町21人

幸手市0人

白岡市
1人

蓮田市
23人

三芳町
3人

宮代町
2人

越谷市
154人

草加市
79人

八潮市
52人

三郷市
40人

吉川市
22人

松伏町
5人

川口市
178人

蕨市
7人

戸田市
0人

和光市
15人

朝霞市
30人

志木市26人
富士見市
13人

ふじみ野市
57人

川越市
92人

鶴ヶ島市
45人

久喜市83人

加須市
420人

鴻巣市
 62人

吉見町
5人

坂戸市
21人

東松山市
1人

熊谷市
40人

深谷市
17人

本庄市
1人

神川町
0人

行田市
17人

羽生市
27人

新座市
19人

所沢市
71人

狭山市
62人

日高市
8人飯能市6人

秩父市
36人

毛呂山町
23人

鳩山町
9人越生町

1人

ときがわ町
6人横瀬町

0人

美里町
0人

上里町
1人

寄居町
8人

長瀞町
0人

小鹿野町
0人

滑川町
4人

皆野町
0人 東秩父村

　0人

小川町
2人

入間市49人

嵐山町
6人

2320人？

東北・福島から埼玉県内へ避難されている方

浪江町 双葉町 大熊町 富岡町
福玉便り調査
（2024年 1-2 月） 305 556 255 224
避難元自治体公表数�
（2024年 2月現在） 638 743 334 236
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３
月
30
日
、
加
須
市
に
て
、「
３
１
１
を

忘
れ
な
い
双
葉
の
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
鵜
沼
久
江
さ
ん
、
堀
切
さ
と
み
さ
ん
、

渡
辺
政
成
さ
ん
が
中
心
と
な
り
、
１
月
20

日
に
初
回
が
開
催
さ
れ
て
か
ら
の
２
回

目
。
会
場
が
い
っ
ぱ
い
に
な
る
ほ
ど
の
た

く
さ
ん
の
方
が
埼
玉
県
内
外
各
地
か
ら

ご
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
の
た
め
に
準
備
さ
れ
た
、
菜
の

花
や
紫
大
根
花
の
お
浸
し
、
カ
ラ
シ
ナ
の

漬
物
、
ゼ
ン
マ
イ
の
煮
物
、
よ
も
ぎ
餅
が

ふ
る
ま
わ
れ
ま
し
た
。
双
葉
で
食
べ
て
い

た
よ
う
な
食
材
を
使
っ
て
い
る
の
で
、
懐

か
し
く
食
べ
て
ほ
し
い
、
と
鵜
沼
さ
ん
。

本
当
に
美
味
し
く
て
や
さ
し
い
、
春
の
味

で
し
た
。

最
初
に
、
映
画
「
原
発
の
町
を
追
わ
れ

て
・
第
１
部
」（
制
作
・
堀
切
さ
と
み
さ

ん
）
が
上
映
さ
れ
ま
し
た
。
改
め
て
、
大

切
な
記
録
の
映
画
で
す
。
双
葉
町
の
方
々

の
、
苦
し
み
、
葛
藤
、
率
直
な
言
葉
が
語

ら
れ
て
い
ま
す
。
原
発

事
故
当
時
の
映
像
に
、

参
加
さ
れ
た
双
葉
町

の
方
も
、
そ
の
頃
の
思

い
出
を
語
っ
て
く
だ

さ
い
ま
し
た
。
ま
た
、

堀
切
さ
ん
か
ら
は
「
こ

の
映
像
に
は
、
亡
く
な

っ
て
し
ま
わ
れ
た
方

も
お
ら
れ
ま
す
」
と
13

年
の
経
過
、
映
画
の
背

景
な
ど
を
語
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

私
（
吉
田
）
か
ら
も
、
浜
通
り
で
行
わ
れ

て
い
る
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
コ
ー
ス
ト

構
想
に
つ
い
て
お
話
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
（
以
前
、
福
玉
便
り
に
も
寄
稿
し

ま
し
た
の
で
、
ご
関
心
の
あ
る
方
は
H
P

で
ご
覧
に
な
っ
て
い
た
だ
け
た
ら
あ
り

が
た
い
で
す
）。「
聞
い
て
な
い
」「
知
ら
な

か
っ
た
」と
い
う
声
も
あ
り
、改
め
て
、そ

の
土
地
を
大
切
に
思
う
方
々
の
声
を
丁

寧
に
聞
い
た
う
え
で
、「
復
興
」
を
進
め
て

ほ
し
い
と
強
く
思
い
ま
す
。

映
像
作
家
の
小
池
美
希
さ
ん
も
参
加
さ

れ
、「
福
島
を
聴
く
、
見
る
、
測
る
─
２
０

２
３
─
」
も
上
映
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
映

像
は
、
婦
人
国
際
平
和
自
由
連
盟

（
W
ILPF)さ
ん
が
福
島
の
現
地
を
訪
れ
た

記
録
動
画
で
す
。
現
地
で
測
定
や
検
証
の

活
動
を
さ
れ
て
い
る
方
々
の
お
話
な
ど

を
、
と
て
も
わ
か
り
や
す
く
丁
寧
に
ま
と

め
た
貴
重
な
動
画
で
す
。

Youtube
で
も
公
開
さ
れ

て
い
る
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧

に
な
っ
て
く
だ
さ
い
。（
Ｑ

Ｒ
コ
ー
ド
参
照
）

懐
か
し
い
笑
顔
が
た
く
さ
ん
見
ら
れ
る

会
場
で
し
た
。
５
月
18
日
に
も
開
催
さ
れ

る
と
の
こ
と
で
す
。
真
剣
に
映
像
に
見
入

る
時
間
も
あ
り
つ
つ
、
つ
な
が
り
の
温
か

さ
に
ほ
っ
と
す
る
時
間
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。（
編
集
部
・
吉
田
）

３
１
１
を
忘
れ
な
い
双
葉
の
会

原子力損害賠償・廃炉等支援機構 原子力損害賠償に関する説明・個別相談会のご案内
原子力損害においてお困りの皆様　
第五次追補等を踏まえた追加賠償の請求がお済みでない方も、ぜひご相談ください。今回の追加賠償は、自主的避難等対象
区域の方々も対象となります。　※ 個別相談・請求書作成支援は、必ず事前予約をお願いします。※ 相談は無料です。

●開催日 令和 6 年 6 月 1 日（土）
午前 10 時～午後 4 時【休憩：午前 12 時～午後 1 時】

●会場 シアター 1010　千住ミルディスⅠ番館
ガラス棟 4 階Ｇ404 会議室

住所：東京都足立区千住 3-92 北千住マルイ 11 階 視聴
覚室
★10:00 前にご来場いただく場合、マルイが開店しており
ませんので、店舗正面左手２F の入口よりお入りいただ
き、エレベーターにて 11 階までおこし下さい。
※ 専用駐車場はございませんので、公共交通機関をご利
用ください。

●弁護士による個別相談　10:00～16:00　 
□ 原子力損害賠償全般のご相談に対応致します。
□ 原則として、相談時間は 1 回 1 時間（時間予約制）   
●行政書士による請求書作成支援　10:00～16:00　 
□追加賠償の請求書をお持ちください。
□追加賠償の請求書のみ作成を支援致します。
□請求書へはご自身でご記入をお願いしております。
● 専門家へご相談ください。
・請求漏れがないか相談したい方
・住居確保にかかる費用の賠償請求について相談したい方
・ＡＤＲの申立てについて相談したい方　など

●連絡先
□ご相談をご希望の方は、事前予約をお願い致します。
予約専用ダイヤル 0120-330-540
受付時間：9:30～17:00 土日も受付（祝休日を除く）
□ご来場が難しい場合は、電話相談をぜひご利用ください。
電話相談ダイヤル 0120-013-814
対応時間：10:00～13:00、14:00～17:00 月曜～土曜（祝
休日を除く）
・行政書士による電話での情報提供（事前予約不要）
・弁護士による電話での相談は、祝日を除く毎週火・木
曜 10:00～13:00（事前予約制）

中間指針第五次追補等を踏まえた追加賠償について
中間指針第五次追補等を踏まえた追加賠償に関する最
新の情報は、東京電力のWeb サイト（右下の QR コー
ド）で確認、又は、東京電力のご相談専用ダイヤルにお
問い合わせください。
東京電力ご相談専用ダイヤル　  0120-
926-470
9:00～19:00（月～金（除く祝休日））
9:00～17:00（土・日・祝休日）
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生
活
ク
ラ
ブ
生
協
で
は
２

０
１
２
年
か
ら
子
ど
も
の
健

康
状
態
を
知
る
た
め
、経
年
的

な
甲
状
腺
検
査
活
動
を
実
施

し
て
い
ま
す
。検
査
実
費
及
び

受
診
す
る
子
ど
も
と
付
き
添

い
１
名
分
の
交
通
費
実
費
は

カ
ン
パ
金
よ
り
拠
出
し
て
い

ま
す
。原
発
事
故
か
ら
13
年
が

経
つ
今
だ
か
ら
こ
そ
、甲
状
腺

検
査
活
動
を
よ
り
多
く
の
方

に
知
っ
て
も
ら
う
努
力
が
必

要
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

生
活
ク
ラ
ブ
生
協
埼
玉
本

部
で
、
２
０
２
４
年
３
月
28

日
・
29
日
に
甲
状
腺
検
査
を

実
施
し
ま
し
た
。２
０
２
４
年

２
月
16
日
に
は
、３
・
11
以
降

福
島
に
よ
り
そ
い
、取
材
を
続

け
て
こ
ら
れ
た
ジ
ャ
ー
ナ
リ

ス
ト
の
白
石
草
（
し
ら
い
し

は
じ
め
）
氏
（
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
O
ur Planet-TV
 代
表
理

事
）を
講
師
に
迎
え
事
前
学
習

会
も
開
催
し
ま
し
た
。「
3
・

11
子
ど
も
甲
状
腺
が
ん
裁
判
」

の
現
状
報
告
や
甲
状
腺
が
ん

患
者
の
現
状
や
治
療
の
過
酷

さ
や
後
遺
症
で
苦
し
む
若
者

の
悲
痛
な
訴
え
を
聞
き
、成
長

し
た
子
ど
も
達
も
で
き
れ
ば

節
目
の
年
（
25
歳
30
歳
）
だ
け

で
も
再
度
検
査
す
る
よ
う
呼

び
掛
け
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
し
た
。
ま
た
、
甲
状
腺
検
査

活
動
だ
け
で
な
く
私
た
ち
に

で
き
る
こ
と
は
何
か
を
考
え

る
い
い
機
会
と
な
り
、サ
ス
テ

イ
ナ
ブ
ル
政
策
委
員
会
で
も

今
後
の
活
動
内
容
を
更
に
充

実
さ
せ
て
い
く
予
定
で
す
。

私
た
ち
生
活
ク
ラ
ブ
生
協

埼
玉
で
は
、サ
ス
テ
イ
ナ
ブ
ル

政
策
委
員
会
を
中
心
に
、「
食

べ
物
の
遺
伝
子
操
作
へ
の
反

対
」「
有
害
物
質
ゼ
ロ
を
め
ざ

す
こ
と
」「
自
然
資
源
を
大
切

に
す
る
こ
と
」「
ご
み
と
Ｃ
Ｏ

２
の
削
減
へ
の
取
り
組
み
」

「
原
発
の
な
い
社
会
を
め
ざ
す

こ
と
」「
平
和
と
民
主
主
義
の

社
会
を
め
ざ
す
こ
と
」「
復
興

支
援
活
動
」を
テ
ー
マ
に
い
ろ

い
ろ
な
こ
と
を
学
び
な
が
ら

暮
ら
し
や
す
い
社
会
・
持
続

可
能
な
社
会
づ
く
り
を
目
指

し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。こ
れ

か
ら
も
皆
さ
ま
と
共
に
活
動

し
て
い
き
た
い
と
願
っ
て
お

り
ま
す
。

生
活
ク
ラ
ブ
埼
玉

サ
ス
テ
イ
ナ
ブ
ル
政
策
委

員
会

生活クラブの取り組み   ～暮らしの安全を求めて～

今号の発行は、生活クラブ生活協同組合埼玉の皆様のご支援をいただきました。ありがとうございました。

オンライン学習会 甲状腺検査

さ
る
２
０
２
４
年
３
月
10

日
さ
い
た
ま
新
都
心
の「
W
ith

You
さ
い
た
ま
」
に
お
い
て
、

牛
山
元
美
医
師
に
よ
る
甲
状

腺
検
査
を
は
じ
め
と
す
る「
よ

ろ
ず
健
康
相
談
会
」が
開
催
さ

れ
ま
し
た（
埼
玉
広
域
避
難
者

支
援
セ
ン
タ
ー
主
催
）。
当
日

は
16
名
の
避
難
者
の
方
に
ご

参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。
日

頃
、甲
状
腺
に
健
康
不
安
を
抱

え
る
方
々
に
、牛
山
医
師
は
お

ひ
と
り
10
分
以
上
か
け
て
検

査
や
丁
寧
な
所
見
や
結
果
の

説
明
を
し
て
く
だ
さ
り
、受
診

し
た
皆
さ
ん
は
穏
や
か
な
表

情
で
検
査
ス
ペ
ー
ス
か
ら
出

て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
傍
ら
で
は
検
査
の
順
番
を
待
つ
間

に
、
子
育
て
世
代
の
お
母
さ
ん
た
ち
の
が
ん
検
診
受
診
率
向

上
を
目
指
す
活
動
等
を
行
っ
て
い
る
「
一
般
社
団
法
人
シ
ュ

フ
レ
協
会
」
の
方
に
よ
る
乳
が
ん
等
に
関
す
る
相
談
も
行
わ

れ
ま
し
た
。
参
加
さ
れ
た
方
の
中
に
は
順
番
を
待
つ
間
や
、
甲

状
腺
検
査
終
了
後
も
、
待
合
ス
ペ
ー
ス
の
テ
ー
ブ
ル
に
置
か

れ
た
茶
菓
を
つ
ま
み
な
が
ら
同
じ
テ
ー
ブ
ル
の
方
々
と
談
笑

さ
れ
た
り
、
お
み
や
げ
を
交
換
す
る
な
ど
の
交
流
も
あ
り
、
と

て
も
和
や
か
で
賑
や
か
な
健
康
相
談
会
を
開
催
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
ご
参
加
い
た
だ
い
た
皆
様
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
！
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

「
よ
ろ
ず
健
康
相
談
会
」

＠
W
ith You
さ
い
た
ま
開
催
報
告

埼
玉
広
域
避
難
者
支
援
セ
ン
タ
ー
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⑲【さいがい・つながりカ
フェ】
5/9(木 )、 5/23(木 )、
6/13(木 )、
6/27(木)11:00～15:00
WithYouさいたま和室
080-5532-7380、
tunagari.saitama@gma
il.com

⑥【オバトン】
5/14(火 )、5/23(木 )、6/11(火 )、
6/27（木）10:00～15:00
キャッスルきさい２階調理室

（ぬり絵教室は2階研修室で11:00
～13:00、ハーモニカ演奏・合唱は木
曜のみ1階多目的ホールで10:00～
12:00）090-6526-8560（藤井さん）

㉗【おあがんなんしょ交流会】
5月・6月の「おあがんなんしょ交流
会」はお休みです。
4/6に10年前に植樹した「おあがん
なんしょの桜」に会いに行きまし
た。植樹場所はいわき市鹿島町米田
の6号線沿です。お近くに来られた
ら、お立ち寄り下さい。090-5345-
8408（松舘さん）

㉘【ここカフェ＠川越】
5・6月もいつも通り、皆
さんのご都合を聞きな
がら交流会をJUNホー
ルで開催します。
pororon311@gmail.co
070-5080-4494（ 鈴 木
さん）

新型コロナウイルスの感染拡大により、交流会の流動的な状況が続いておりました。昨年５月
には感染法上の分類が「５類」に引き下げとなりましたが、各交流会の感染対策については連
絡先にお問い合わせください。なお、各交流会に参加される方は、引き続き体温測定の上でご
参加いただき、参加中は消毒や換気にご協力ください。

③【双葉町手芸教室】
5/15 （水）、6/19（水） 10:00～12:00
双葉町社会福祉協議会加須事務所
080-5532-7380（薄井さん）
＊4月から第3水曜日開催になりまし
た。場所と時間は変わりません。

① 加須市 双葉町民によるボランティアカフェ 090-5356-8778（鵜沼さん）

③ 加須市 双葉町手芸教室 080-5532-7380（薄井さん）

⑤ 加須市 すくすくのあそびひろば 090-2411-8598（戸恒さん）

⑥ 加須市 オバトン 090-6526-8560（藤井さん）

⑧ 上尾市 東日本大震災に咲く会ひまわり 080-3091-6215（橘さん）

⑩ 熊谷市 くまがや結の会 090-7661-9236(林崎さん）

⑯ 越谷市 あゆみの会 090-9425-2001（石上さん）

⑱ 川口市 ひまわりの会 080-5431-0123（島田さん）

⑲ さいたま市 さいがい・つながりカフェ 080-5532-7380
tunagari.saitama@gmail.com

㉔ 新座市 新座つながりカフェ 090-2402-9155（谷森さん）

㉗ ふじみ野市 おあがんなんしょ交流会 090-5345-8408（松舘さん）

㉘ 川越市 ここカフェ＠川越 070-5080-4494（鈴木さん）

㉜ さいたま市 玉兎の会 090-6128-1948（小林さん）
https://gyokutonokai.wixsite.com/2018

各地の
交流会など

３
月
29
日
、
ウ
エ
ス
タ
川
越
に
て
、
第
12
回
福

島
復
興
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
（
主
催
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
Ｐ
ｅ
ａ
ｃ
ｅ
や
ま
ぶ
き
／
協
力
：
ぽ

ろ
ろ
ん
（
自
主
避
難
者
の
会
）、
後
援
：
川
越

市
・
川
越
市
教
育
委
員
会
）。
バ
ザ
ー
ル
で
は
手
作
り
の
小
物
、
陶
器
や

洋
服
、
絵
葉
書
、
農
産
物
や
お
菓
子
、
冊
子
や
書
籍
な
ど
が
販
売
さ
れ
て

い
ま
し
た
。

午
前
中
は
、
避
難
指
示
区
域
外
か
ら
避
難
を
し
た
い
わ
ゆ
る
「
自
主
避

難
」
の
母
親
た
ち
の
ト
ー
ク
が
あ
り
ま
し
た
。
３
人
の
「
自
主
避
難
」
を

経
験
し
た
み
な
さ
ん
は
、
原
発
事
故
前
の
暮
ら
し
、
原
発
事
故
後
の
こ

と
、
一
番
つ
ら
か
っ
た
こ
と
、
13
年
経
っ
て
、
あ
の
頃
の
自
分
に
か
け
た

い
言
葉
な
ど
を
話
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

原
発
事
故
前
の
農
家
の
暮
ら
し
、
地
域
の
暮
ら
し
の
様
子
、
原
発
事
故

が
起
き
て
、見
ず
知
ら
ず
の
土
地
に
突
然
来
る
こ
と
に
な
り
、最
寄
り
の

役
場
も
小
学
校
も
わ
か
ら
な
か
っ
た
こ
と
、
避
難
先
を
決
め
る
の
に
埼

玉
で
は
当
初「
自
主
避
難
」者
の
た
め
の
受
け
入
れ
態
勢
が
な
か
っ
た
こ

と
、必
死
に
避
難
先
を
確
保
し
て
い
た
た
め
に
、子
ど
も
の
顔
を
入
学
式

の
入
場
の
際
に
初
め
て
じ
っ
く
り
み
て
、
そ
の
不
安
そ
う
な
表
情
に
涙

し
た
こ
と
な
ど
、そ
れ
ぞ
れ
の
ご
経
験
を
振
り
返
り
な
が
ら
、大
切
な
お

話
を
語
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

午
後
は
、
ぽ
ろ
ろ
ん
代
表
の
鈴
木
直
子
さ
ん
に
よ
る
「
原
発
事
故
か
ら

13
年
　
福
島
の
今
、
そ
の
未
来
」
と
題
し
た
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。
原
発

事
故
の
不
条
理
さ
を
、写
真
や
デ
ー
タ
を
も
と
に
、丁
寧
に
伝
え
て
く
だ

さ
い
ま
し
た
。
ま
た
、
ご
自
身
の
経
験
を
交
え
な
が
ら
、
防
災
の
大
切
さ

に
も
触
れ
、
50
人
以
上
の
参
加
者
が
真
剣
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

今
な
お
、
埼
玉
県
内
に
も
、
避
難
指
示
区
域
外
、
い
わ
ゆ
る
「
自
主
避

難
」
の
方
々
が
た
く
さ
ん
お
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。
た
と
え
、
生
活
再
建

が
順
調
に
す
す
ん
で
い
て
も
、
ふ
と
し
た
時
に
、
落
ち
込
ん
だ
り
、
何
か

の
き
っ
か
け
で
、
つ
ら
く
な
っ
た
り
す
る
こ
と
も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
そ
れ
ぞ
れ
13
年
、
頑
張
っ
て
こ
ら
れ
た
ご
自
身
の
こ
と
を
、
心
か
ら

労
わ
っ
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

（
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田
千
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興
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